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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、機械翻訳への応用を中心に、自然言語処理における入力感度の課題に取り組んで

いる。この研究の背景には、「大学を受験する」「大学を受ける」のように、入力文の意味が同じで

も、モデルにとって得意な表現の翻訳は成功し、苦手な表現の翻訳は失敗するという問題がある。

本研究では、このような些細な表現の変化に影響を受けない、安定して高品質な自然言語処理の

実現を目指す。今年度は、入力文とその言い換えを 1 つの格子グラフとして表現する Lattice-to-

Sequence モデルを提案し、英日翻訳の実験によって翻訳品質および安定性の改善を確認した。

提案手法では、「受験する」「受ける」のような人間の語彙選択の曖昧性を考慮した機械翻訳を実

現できる。 
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